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日時：
14:00～16:00

場所：

１　開会

２　局長挨拶

３　座長選出

４　座長挨拶

５　議事

（１）計画課長説明（資料２、３）

（２）渋谷委員説明（資料４）

（３）石橋委員説明

（４）大野委員説明（資料５）

（５）浅井委員説明（資料６）

（６）意見交換

６　閉会

【天然更新を活用した低コスト更新技術の確立を目指して！！】

「第１回トドマツ人工林更新技術検討会」
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2014/08/05
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トドマツ人工林更新技術検討会設置要領

１ 設置目的

北海道におけるトドマツ人工林の更新については、従来から、天然生稚樹に着目した

多くの試験研究が行われてきたが、適地の制約、不確実性、管理の困難さ等から、専ら

皆伐・再造林方式が採用されている。

しかしながら、道内トドマツ人工林の多くが主伐可能な林齢を迎え、安定的に伐採・

更新面積を増大させていくことが期待される中で、皆伐・再造林方式のみによっては、

労働力、財政負担等社会的、経済的に多くの困難も予想される。

このため、トドマツ人工林における天然更新技術について、既往の研究成果等をレビ

ューし、北海道国有林のフィールドを活用して、適地における早期の実用化可能性を探

ることを目的として、有識者からなるトドマツ人工林更新技術検討会を設置するもので

ある。

２ 検討事項

検討会においては、これまでの科学的知見等を踏まえ、天然生稚樹を活用したトドマ

ツ人工林更新技術について

・実用化ポテンシャルが高い検討対象林地の絞り込み

・検討対象林地における解析・試験等の内容、進め方

・その他、実用化に向けて想定されるアプローチの在り方

等を検討する。

３ 委員

（１）検討会は北海道森林管理局長が委嘱した委員をもって構成する。

（２）委員の代理出席は、原則として認めない。ただし、森林管理局長の了解を得た場

合はこの限りでない。

（３）北海道森林管理局長は必要に応じて委員以外の者に対し、検討会への出席を求め

ることができる。

４ 運営

（１）検討会の開催は北海道森林局長が招集する。

（２）検討会は委員の過半数をもって成立するものとする。

（３）検討会には座長を置き、委員の互選により定める。

（４）座長は会議を統括する。

５ 事務局

検討会の事務局は北海道森林管理局計画保全部計画課に置く。

wata-nob
テキストボックス
資料１



第１回トドマツ人工林更新技術検討会配布資料

背景背景

　・主伐期を迎えるトドマツ林分の増加　・主伐期を迎えるトドマツ林分の増加

　・更新面積の増加に伴う造林コストの増大　・更新面積の増加に伴う造林コストの増大

　・低コストでの造林技術が課題　・低コストでの造林技術が課題

目的目的

　・トドマツ人工林の天然更新が可能な地域の検討　・トドマツ人工林の天然更新が可能な地域の検討

　・天然更新を実施する際の効果的な施業手法の検討　・天然更新を実施する際の効果的な施業手法の検討
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１．国有林におけるトドマツ人工林の概況１．国有林におけるトドマツ人工林の概況

２．トドマツの天然更新に関する研究事例２．トドマツの天然更新に関する研究事例

３．検討対象地域の選定３．検討対象地域の選定

４．実証試験の手法等について４．実証試験の手法等について

人工林は国有林の林地面積の23.3％を占める。

人工林のうちトドマツは約68％・約45万haで

最も多い植栽樹種である。
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人工林は国有林の総蓄積の19.4％を占める。

人工林のうちトドマツの総蓄積は62.9％を

占め、植栽樹種で最も多い。

全道に満遍なく全道に満遍なく

分布分布

森林管理署別の森林管理署別の

面積：空知・宗面積：空知・宗

谷・根釧西部・谷・根釧西部・

網走中部・上川網走中部・上川

北部・渡島の順北部・渡島の順

に多い。に多い。
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現在は、9齢級にピークをも

つ山型分布。４齢級以下、

13齢級以上は極端に少ない。

現在、間伐期の７～11齢級

が７６.2％を占める。（間伐

の１回目は７齢級、２回目は

９齢級、３回目は１１齢級を

目安）

今後、主伐期を迎える林分が

増加する。（伐期齢：単層林

６５年、複層林60～100年、

長伐期１００年）

トドマツの天然更新に関する研究事例の概要

トドマツ人工林に関する天然更新技術に関する研究トドマツ人工林に関する天然更新技術に関する研究
人工林における天然更新を検討した事例。林業試験場のグループが研究。

トドマツ天然林における更新に関連する研究トドマツ天然林における更新に関連する研究
天然林における天然更新を確保するために更新の特徴を研究。

トドマツ植栽木と天然更新木の比較トドマツ植栽木と天然更新木の比較
人工林での植栽と天然更新の成長・コストの比較

トドマツの天然更新に関する研究事例
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トドマツの天然更新に関する研究事例(１)

トドマツ人工林に関する天然更新技術に関する研究１　　　　　トドマツ人工林に関する天然更新技術に関する研究１　　　　　
（北海道林業試験場の研究グループ：（北海道林業試験場の研究グループ：19701970年代後半～年代後半～19801980年代前半）年代前半）

【トドマツ人工林の天然下種更新の可能性を検討】【トドマツ人工林の天然下種更新の可能性を検討】

・繁殖サイズ：・繁殖サイズ：3030年生以降種子が結実し、年生以降種子が結実し、4747年生時で必要な種子生産量を確保年生時で必要な種子生産量を確保

・実生の定着：樹高・実生の定着：樹高55cm cm 以下は枯損・消失が著しい。この段階で以下は枯損・消失が著しい。この段階で上層木を間伐上層木を間伐

すると、急激な疎開のため、乾燥によって地苗が枯死したり、ササや雑草の侵すると、急激な疎開のため、乾燥によって地苗が枯死したり、ササや雑草の侵

入を招く入を招く。。

・下種更新の目安：当年生実生では・下種更新の目安：当年生実生では100 100 本／㎡以上、稚樹（本／㎡以上、稚樹（1515cmcm））ではでは10 10 本本

／㎡以上、稚樹（／㎡以上、稚樹（3030--5050cmcm））ではでは5 5 本／㎡以上、本／㎡以上、稚樹（稚樹（5050cmcm以上）では以上）では1 1 

本／㎡以上本／㎡以上。。

・林内が・林内が相対照度相対照度55％以下で推移すると稚樹の成長は樹高％以下で推移すると稚樹の成長は樹高1515cmcm付近で頭打ち付近で頭打ち。。

トドマツの天然更新に関する研究事例(２)

トドマツ人工林に関する天然更新技術に関する研究２　　　　　トドマツ人工林に関する天然更新技術に関する研究２　　　　　
（北海道林業試験場の研究グループ：（北海道林業試験場の研究グループ：19701970年代後半～年代後半～19801980年代前半）年代前半）

【天然更新における間伐／地表処理手法】【天然更新における間伐／地表処理手法】

・下層植生の多いところでは刈り出しを行い、樹高・下層植生の多いところでは刈り出しを行い、樹高1010～～15 15 cm cm になれば間伐をになれば間伐を

行う。この樹高では行う。この樹高では間伐後の急激な環境変化によって枯死することは少ない間伐後の急激な環境変化によって枯死することは少ない

と思われる。間伐後侵入してくる草本を刈り取り稚樹を保護し、高さと思われる。間伐後侵入してくる草本を刈り取り稚樹を保護し、高さ50 50 cm cm 

になった時点で第２回の間伐を行う。になった時点で第２回の間伐を行う。

・刈り出しを行うと発生初期の稚樹の消失を減少させることができ、稚樹の生長・刈り出しを行うと発生初期の稚樹の消失を減少させることができ、稚樹の生長

も促進される。も促進される。
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トドマツの天然更新に関する研究事例(３)

トドマツ人工林に関する天然更新技術に関する研究３トドマツ人工林に関する天然更新技術に関する研究３（林野庁整（林野庁整
備課備課20062006））……道有林・私有林の人工林の調査や、過去の事例について整理。道有林・私有林の人工林の調査や、過去の事例について整理。

【トドマツ人工林での天然下種更新可能な主な条件（※多くが引用と思われ【トドマツ人工林での天然下種更新可能な主な条件（※多くが引用と思われ

る）】る）】

・・BCBC型土壌や礫を交えた型土壌や礫を交えたBDBD型土壌型土壌

・林床の堆積腐植層が薄くて、実生の根系が鉱物質土壌に定着しやすい森林。・林床の堆積腐植層が薄くて、実生の根系が鉱物質土壌に定着しやすい森林。

・・稚樹密度や樹高のバラツキが大きく、確実に天然更新を期待するには、更新補助作業稚樹密度や樹高のバラツキが大きく、確実に天然更新を期待するには、更新補助作業

が必要な場合が多いが必要な場合が多い。。

・稚樹の安定成長には、ササなどの林床植物との競合緩和のため、・稚樹の安定成長には、ササなどの林床植物との競合緩和のため、下刈や刈だしが必要下刈や刈だしが必要。。

・稚樹が・稚樹が2020cmcm程度になれば、通常の間伐でも枯死することは少なく程度になれば、通常の間伐でも枯死することは少なく後継樹になりうる。後継樹になりうる。

・乾燥や光不足による稚樹の消失を避けるには、・乾燥や光不足による稚樹の消失を避けるには、光環境調整のための間伐の実施が必要光環境調整のための間伐の実施が必要。。

トドマツの天然更新に関する研究事例(４)

トドマツ天然林における更新に関連する研究１トドマツ天然林における更新に関連する研究１

【主に東大演習林関係者によるエゾマツ・トドマツの天然更新の技術開発研究】【主に東大演習林関係者によるエゾマツ・トドマツの天然更新の技術開発研究】

●トドマツ実生の発生定着●トドマツ実生の発生定着

・・稚樹は集中分布を示す稚樹は集中分布を示す。地表面の光環境に影響を受けるため、ササが最も優占。地表面の光環境に影響を受けるため、ササが最も優占

する場所と最も少ない場所で少ない。する場所と最も少ない場所で少ない。（水井（水井19881988）。）。

・・斜面方位や土壌水分で異なり斜面方位や土壌水分で異なり、林道法面では乾燥により南斜面で少なく、適度、林道法面では乾燥により南斜面で少なく、適度

な土壌水分を持つ場所で良好な土壌水分を持つ場所で良好（芝野ほか（芝野ほか19821982））。。

・土壌が定着や成長に影響する。・土壌が定着や成長に影響する。A0A0層は成長がよくなく、層は成長がよくなく、AA層・層・BB層で成長がよ層で成長がよ

いい（高橋郁雄ほか（高橋郁雄ほか19851985）。）。
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トドマツの天然更新に関する研究事例(５)

トドマツ天然林における更新に関連する研究２トドマツ天然林における更新に関連する研究２

●トドマツの分布・定着立地●トドマツの分布・定着立地

・後継樹は・後継樹は南向き斜面で多い南向き斜面で多い（山本ほか（山本ほか19951995）。）。

・ササが少なく、上木が多い場所で実生や稚樹が多い。一方、・ササが少なく、上木が多い場所で実生や稚樹が多い。一方、実生は北東斜面に、実生は北東斜面に、

稚樹は南西斜面に多い稚樹は南西斜面に多い（保坂ほか（保坂ほか20082008）。）。

●トドマツの成長●トドマツの成長

・稚樹のギャップ下の成長速度は、林冠下の・稚樹のギャップ下の成長速度は、林冠下の2.72.7倍倍（石川（石川20012001）。）。

・択伐による・択伐による人為的な単木ギャップの形成は、競合する広葉樹に勝てないことか人為的な単木ギャップの形成は、競合する広葉樹に勝てないことか

らトドマツの更新を必ずしも促進しないらトドマツの更新を必ずしも促進しない（北畠ほか（北畠ほか20032003）。）。

トドマツの天然更新に関する研究事例(６)

トドマツ天然林における更新に関連する研究３トドマツ天然林における更新に関連する研究３

●天然更新における地表処理の効果●天然更新における地表処理の効果

・ササの刈り出し作業を行い・ササの刈り出し作業を行い2020年間の更新過程を調査。年間の更新過程を調査。55回刈り出しを行い回刈り出しを行い2020

年間で稚樹は年間で稚樹は1.61.6倍に増加。ササが回復するため、複数回の刈り出しのほか、倍に増加。ササが回復するため、複数回の刈り出しのほか、

上層木の疎開伐採も並行して行う必要がある。上層木の疎開伐採も並行して行う必要がある。（小鹿（小鹿19971997）。）。
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トドマツの天然更新に関する研究事例（7）

トドマツ植栽木と天然更新木の比較（成長・コスト）トドマツ植栽木と天然更新木の比較（成長・コスト）

●●トドマツのトドマツの1010年間の成長の比較では、植栽木が年間の成長の比較では、植栽木が9090cmcm、、更新木が更新木が6565cmcm程度。程度。

1010年間の経費は、植栽（地拵・苗木・植付・下刈：７９１千円）は天然更新年間の経費は、植栽（地拵・苗木・植付・下刈：７９１千円）は天然更新

（地がき：１１５千円）の約（地がき：１１５千円）の約77倍（東京大学北海道演習林の事例）倍（東京大学北海道演習林の事例）

　　　　（島ほか（島ほか20002000）。）。

●● 人工植栽と掻き起し天然更新の人工植栽と掻き起し天然更新の11haha当たりの事業費を試算すると、天然更新当たりの事業費を試算すると、天然更新

（掻き起こし、下刈り、除伐：１８８千円）は（掻き起こし、下刈り、除伐：１８８千円）は人工植栽（地拵・苗木・植付・人工植栽（地拵・苗木・植付・

下刈、除伐：５４４千円）の下刈、除伐：５４４千円）の3535％の経費（北海道有林の事例）％の経費（北海道有林の事例）

　　　　（林野庁整備課（林野庁整備課20062006）。）。

トドマツの更新に影響を与える要素

種子生産　種子生産　

・・3030年程度から種子を付け始めるが、天然更新に必要な量が確年程度から種子を付け始めるが、天然更新に必要な量が確
　　保できる林齢は４５年程度か　　保できる林齢は４５年程度か

林床環境林床環境

　・　・生育段階において、異なる傾向（斜面方位：実生は北東斜面に、生育段階において、異なる傾向（斜面方位：実生は北東斜面に、

稚樹は南西斜面に多い）　稚樹は南西斜面に多い）　

　・　・ササなどの植生が繁茂していない林床ササなどの植生が繁茂していない林床

　・　・急激な光環境の変化は、大型草本の繁茂の可能性　急激な光環境の変化は、大型草本の繁茂の可能性　

　・　・稚樹の成長には林冠が開放していること稚樹の成長には林冠が開放していること

　・　・急激な光環境の変化は、高温や水分欠乏で光合成低下の可能性急激な光環境の変化は、高温や水分欠乏で光合成低下の可能性
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トドマツ人工林

標高700m以上 傾斜30度以上標高700m未満 傾斜30度未満

トドマツ
天然更新ある

トドマツ
天然更新ない

・稚樹の成長
のための主伐

処理

8齢級以上 7齢級以下

・実生の定着
成長を促す間
伐等の処理

・種子生産量
・定着立地

ミヤコザサ以外ミヤコザサ

GISによる抽出

地域レベル･･･GISによる把握
林分レベル･･･現地調査による把握

・更新補助作
業の実施

トドマツ人工林でトドマツ人工林で700700mm

未満の林分は、トドマツ未満の林分は、トドマツ

人工林全体の人工林全体の97.397.3％を占％を占

める。める。

9



山岳部以外では山岳部以外では3030度未度未

満の場所が多い。満の場所が多い。

トドマツ人工林でトドマツ人工林で3030度度

未満の林分はトドマツ未満の林分はトドマツ

人工林全体の人工林全体の95.495.4％を％を

占める。占める。

少雪地域：胆振東部・日高少雪地域：胆振東部・日高

北部・日高南部北部・日高南部・・十勝東部・十勝東部・

根釧西部根釧西部

多雪地域：宗谷・留萌北部・多雪地域：宗谷・留萌北部・

留萌南部・北空知・石狩・留萌南部・北空知・石狩・

後志・上川中部・十勝西部・後志・上川中部・十勝西部・

渡島渡島
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チシマザサ：高標高地・道チシマザサ：高標高地・道

北・道南北・道南

ミヤコザサ：胆振東部・日ミヤコザサ：胆振東部・日

高地域・十勝・根釧地域高地域・十勝・根釧地域

クマイザサ：日高地域・十クマイザサ：日高地域・十

勝・根釧地域以外の地域勝・根釧地域以外の地域

積雪分布と相関。更新しや積雪分布と相関。更新しや

すい地域すい地域==ミヤコザサの分ミヤコザサの分

布する地域布する地域

（林業試験場北海道支場，（林業試験場北海道支場，19831983））

標高標高700700mm未満・傾斜未満・傾斜3030度未満の度未満の88齢級以上の林分齢級以上の林分

88～～1111齢級は約齢級は約2525万万haha、、1212齢級以上は約齢級以上は約2.52.5万万haha。。
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88～～1111齢級：空知・石狩・宗谷・上川北部・根釧西部・渡島に多い齢級：空知・石狩・宗谷・上川北部・根釧西部・渡島に多い

1212齢級以上：空知・石狩・宗谷・上川北部・根釧西部・網走中部に多い齢級以上：空知・石狩・宗谷・上川北部・根釧西部・網走中部に多い

ミヤコザサ地域で上記に該当：根釧西部ミヤコザサ地域で上記に該当：根釧西部

林分状況から天然更新が期待されるものの、天然更新木が無林分状況から天然更新が期待されるものの、天然更新木が無

いまたは十分な更新木が無い場合いまたは十分な更新木が無い場合

下刈り、掻き起こし等の更新補助作業の実施

十分な天然更新木がある場合十分な天然更新木がある場合

○実生段階その１（○実生段階その１（00～～1010ｃｍ）ｃｍ）　　

急激な疎開を避け、下刈り、定性間伐等弱度の光環境の改善を実施

○実生段階その２（○実生段階その２（1010～～3030ｃｍ）ｃｍ）　　

下刈り、列状間伐、定性間伐等光環境の改善を実施

○稚樹段階（○稚樹段階（3030ｃｍ以上）ｃｍ以上）　　

択伐、列状間伐、小面積皆伐等主伐を行い、稚樹の残存状況を確認

12



試験処理試験処理

　→技術的・コスト的に施業に適用できる手法を選定　→技術的・コスト的に施業に適用できる手法を選定

Ａ.下刈り Ｂ.掻き起こし Ｃ.列状間伐 Ｄ.定性間伐

試試験処理試験処理

　→技術的・コスト的に施業に適用できる手法を選定　→技術的・コスト的に施業に適用できる手法を選定

Ａ.定性間伐
Ｃ.複合処理

定性間伐+下刈り Ｄ. 対照区Ｂ.下刈り
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試験処理試験処理

　→技術的・コスト的に施業に適用できる手法を選定　→技術的・コスト的に施業に適用できる手法を選定

Ａ.定性間伐 Ｂ.列状間伐
Ｄ.複合処理
間伐+下刈り Ｅ. 対照区Ｃ.下刈り

試験処理試験処理

　→技術的・コスト的に施業に適用できる手法を選定　→技術的・コスト的に施業に適用できる手法を選定

Ａ.択伐 Ｂ.列状伐採(1列) Ｄ.小面積皆伐 Ｅ. 対照区Ｃ.列状伐採(2列)
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調査区の設定・事前調査（平成調査区の設定・事前調査（平成2626年度）年度）

調査地選定・調査（8-9月）

調査地の現地視察（第2回検討会10月予定）

検討結果の取りまとめ（第3回検討会27年2月予定）

伐採・下刈り等の処理（平成伐採・下刈り等の処理（平成2727年度調査、平成年度調査、平成2828年年

度事業実施度事業実施[[予定予定]]））

事後調査事後調査11回目（平成回目（平成22９年度以降９年度以降[[予定予定]] ））
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1 　根釧西部森林管理署　　　　８５　ら林小班

2 　十勝東部森林管理署　　　　８５　い林小班

3 　日高南部森林管理署　　　　　５　は林小班

4 　日高南部森林管理署　　２１３１　れ林小班

トドマツ天然更新箇所現況写真

wata-nob
テキストボックス
資料３



担当区 鶴居 林 小 班 ８５　ら 植栽樹種

面　 積 35.00ha 植栽年度 S47 林 齢 43

１　根釧西部森林管理署　
トドマツ

587本 115㎥

間伐履歴 H08 13ha １伐２残

H19～22 35ha １伐２残

haあたり本数 haあたり材積





担当区 鳥取 林 小 班 ８５　い 植栽樹種

面　 積 11.20ha 植栽年度 S09 林 齢 81

２　十勝東部森林管理署　
トドマツ

286本 264㎥

間伐履歴 H59 11.20ha 列状

H04 11.20ha 定性
H14 11.20ha 定性

haあたり本数 haあたり材積





担当区 御園西 林 小 班 ５　は 植栽樹種

面　 積 11.25ha 植栽年度 S３１ 林 齢 59

３　日高南部森林管理署　
トドマツ

1,113本 241㎥

間伐履歴 S58 11.25ha 列状

H5 11.25ha 定性
H16 11.25ha 定性

haあたり本数 haあたり材積





担当区 東川 林 小 班 ２１３１　れ 植栽樹種

面　 積 5.18ha 植栽年度 S50 林 齢 40

４　日高南部森林管理署　
トドマツ

871本 94㎥haあたり本数 haあたり材積
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   写真－3 伐採区全景（7 月 22 日） 

 

写真－4 伐採区におけるトドマツ幼樹（11 月 9 日） 

天然更新したトドマツ幼樹で次世代のトドマツ資源を確保する 
 

 戦後、北海道では天然林が伐採されトドマツの人工林が広く造成されました。それらは現在 30～50

年生となっており、今後、収穫適期を迎えることになります。皆伐後には再造林しますが、トドマツ人工林

の中には天然更新した稚樹や幼樹が豊富にある林分も見受けられ、これらの成長を促すことができれば、

次世代のトドマツ資源を低コストで確保できる可能性があります。そこで日高振興局森林室と林業試

験場では、道有林を活用した新たな施業技術の実証実験の一環として、「人工林における次世代更

新技術の開発」プロジェクトに取り組んでいます。 

 道有林日高管理区にある試験地では、膝から腰の高さぐらいのトドマツ幼樹が一面に更新しています

（写真－1）。これらの幼樹の成長を促すため、平成 25 年 2 月に 0.96ha の小面積皆伐を行いました。ま

た、伐採を行わない対照区も設けました。同年 4～5 月頃には、伐採区の幼樹の葉の大部分が茶色く

変色しました（写真－2）。このまま枯れるのかと思っていたところ、その後開葉した個体も多く、全体的に

少し緑色になりました（写真－3）。11 月までには、茶色く変色した葉はほぼ全て落葉し、主として当年に

開葉した葉だけがついた木がたくさんあるという状態になっていました（写真－4）。これらの幼樹が今後成

長し次世代のトドマツ資源として有望かどうかを継続調査し、その結果をお知らせしていきたいと考えてい

ます。  

（道東支場 中川昌彦） 

 

 

 

写真－1  人工林内に天然更新したトドマツ幼樹       写真－2 伐採区全景（5 月 28 日） 
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北海道森林管理局 第 1 回トドマツ人工林更新技術検討会資料 2014.8.5 浅井達弘 

トドマツ人工林の天然下種更新 －更新のための施業指針－ 

（ 菊沢喜八郎：1982 光珠内季報 52：18-22 ） 

 
道立林試研究課題「トドマツ高齢林の更新」（1974～1980）の普及の集大成 

 
各地の人工林の調査結果から、どのような条件であれば天然更新の可能性があるか？ 

 そのためにはどうすれば良いかなどを考えた 

 
暗い林床 

・ 暗くても発芽でき、暗いほうが他の草本などの侵入少ないので、本数は多い 

・ 苗齢は 10 年以下で、最近の成長はごくわずかのため、苗高 10～15cm で伸びなやむ 

 
刈り出しと間伐 

・ 他の植生を除去し、稚苗に光をあてる刈り出しは苗高（成長）や生存率に効果がある 

・ 1m2 当たり 100～200 本あった小さな稚苗は、間伐による乾燥のためにほとんど消失

したが、間伐後に発生した稚苗は現在（12 年後）1m 近くにまで達している 

 
皆伐 

・ 苗高 15～20cm の稚苗が皆伐後に旺盛に伸びた事例がある 

 
以上をまとめると 

1. 小さい苗は間伐を行うと乾燥で枯死するおそれ → ある程度大きくなるまで放置 

2. 大きくなり抵抗力のついた苗には間伐して陽光を入れる、同時に侵入してくるササや 

草を刈り払って苗を育てていく 

3. どれくらいの苗高のものが、何本くらいあれば、2 の作業化は可能か。明るさはどの 

  程度に調節するか、などを考える 

 
○ 本数、苗高と明るさ 

・ 林内が暗い（相対照度 5％以下）と、稚苗は伸びなやみ、平均 15cm 以上にならない 

  林内が明るい（20％以上）と、20cm 以上、1m 近くにも達する 

・ 暗いままだと、苗高は頭打ちのまま本数が減少（次のページの図の実線） 

この時点で明るくする作業を 2,3 回繰り返して 1m 以上の稚樹に育てたい 

・ 各段階での必要本数（図の点線が目安）  苗高 5cm ： 100 本／m2 

     10cm ： 数 10 本／m2 

                        数 10cm  ： 数本／m2 

                        100cm  ： 1 本／m2 
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○ 胸高断面積合計と林内照度 

・ 胸高断面積から換算する相対照度を 

  目安にして、明るさを調節する 

 

 

 

 

 
○ 施業指針 

・ 100 本の稚苗には 1,000 粒の種子が必要（上木 1 本当たり 50 個くらいの結実） 

・ 100 本の稚苗がある時、草本が多い場合の刈り出し以外は放置 目安：苗高 10～15cm 

・ 苗高 15cm が 10 本／m2以上の時、やや強めの間伐（30～50％）で林床を明るくする 

                       胸高断面積合計で 25 m2を目安 

・ 間伐後の草本侵入に対しては下草刈り 

・ 稚樹が 50cm 以上に達した時、再度の間伐（30～50％） 胸高断面積合計 25m2目安 

平
均
苗
高 

稚苗の本数 

胸 高 断 面 積 合 計 
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